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東
大
阪
市
の
高
井
田
地
域
は
住
工
混
在
の
問
題
が

早
く
か
ら
顕
在
化
し
、
地
域
レ
ベ
ル
で
共
生
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
現
状
を
取
材
し
た
。

住
工
混
在
・
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
高
井
田
地
域
（
東
大
阪
市
）
の
事
例企業と住民の共存へ理解とルールが重要

モ
ノ
づ
く
り
支
援
策
改
良
補
助
内
容
を
一
本
化
東
大
阪
市

八
尾
市
と
八
尾
会
議
所
共
同
で
１
１
月
に
展
示
商
談
会

立地促進補助を拡充大東市

　　 ２０１３年 平成２５年 ６月２６日 水曜日 【広告特集】 （ ）

工
場
跡
地
で
住
宅
開

発
が
進
む

大
東
市
の
工
業
地
域
を
示
す

看
板

　
火
研
は
東
大
阪
市
の
高
井

田
地
域
で
１
９
６
１
年
か
ら

熱
処
理
業
を
営
む
。
従
業
員

は

人
。
大
口
取
引
先
で
も

年
商
の
最
大

％
ま
で
に
と

ど
め
る
方
針
で
、
約
１
０
０

社
の
顧
客
を
支
え
に
、
好
不

況
の
波
を
乗
り
切
っ
て
き

た
。

時
間
操
業
で
、
丸
棒

な
ど
鋼
材
の
素
材
を
主
に
扱

い
、
材
料
の
接
触
に
よ
る
騒

音
は
つ
き
も
の
だ
。

　
創
業
当
時
か
ら
狭
い
路
地

を
は
さ
ん
で
向
か
い
は
ア
パ

ー
ト
で
、
や
が
て
少
し
大
き

な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替
わ

っ
た
。
そ
の
１
階
部
に
あ
っ

た
喫
茶
店
が
住
居
に
移
り
変

わ
る
中
で
、
時
に
激
し
い
苦

情
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
最
近
は
苦
情
も
落
ち

着
い
て
き
た
。
迷
惑
を
か
け

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
日
頃

か
ら
気
に
か
け
て
お
り
、
夜

の

時
以
後
は
大
き
な
音
を

出
さ
な
い
よ
う
、
仕
事
の
段

取
り
を
工
夫
し
て
い
る
」
と

堀
田
光
朗
社
長
は
共
生
の
努

力
を
話
す
。
原
燃
料
費
の
値

上
が
り
や
後
継
者
選
び
な

ど
、
堀
田
社
長
に
は
頭
を
悩

ま
す
状
況
が
続
く
。

　
市
内
で
も
と
り
わ
け
交
通

の
便
が
良
く
な
っ
た
高
井
田

地
域
は
住
工
混
在
の
問
題
が

早
く
か
ら
起
こ
り
、

年
か

ら
共
生
を
探
る
地
域
活
動
が

始
ま
っ
た
。

年
に
高
井
田

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足

し
て
地
域
で
の
検
討
を
重
ね

る
中
で
、
工
場
側
も
住
環
境

に
配
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
「
当
初
は
工
場
の

後
は
工
場
と
い
う
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
う

ま
く
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
か
ら
宅
地
開
発
の
排
除

で
は
な
く
、
共
存
ル
ー
ル
が

必
要
と
い
う
現
在
の
形
に
な

っ
た
」

同
協
議
会
の
川
勝

親
事
務
局
長

。
宅
地
開
発

会
社
に
も
地
域
ル
ー
ル
に
配

慮
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

る
。

　
東
大
阪
エ
リ
ア
は
鉄
道
路

線
が
今
後
も
伸
び
、
都
市
と

し
て
の
変
貌
が
予
想
さ
れ
る

地
域
だ
。
大
阪
国
際
空
港

大
阪
府
豊
中
市

と
門
真

市
駅

同
門
真
市

を
結
ん

で
い
る
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
線

の
市
域
へ
の
延
伸
、

年
に

部
分
開
業
し
東
大
阪
市
内
を

通
る
Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線
が

新
幹
線
の
新
大
阪
駅

大
阪

市
淀
川
区

へ
と
延
伸
す
る

計
画
が
あ
る
。
宅
地
開
発
会

社
の
東
大
阪
で
の
動
き
は
、

住
居
系
地
域
に
余
地
が
少
な

い
た
め
、
い
き
お
い
工
業
系

地
域
に
向
か
う
。
モ
ノ
づ
く

り
企
業
も
資
産
価
値
の
高
ま

り
を
受
け
て
、
東
大
阪
で
の

操
業
に
見
切
り
を
つ
け
て
新

天
地
に
転
出
す
る
と
い
う
の

も
予
想
さ
れ
る
図
式
だ
。

　
「
交
通
網
の
発
達
は
便
利

だ
が
、
既
存
の
工
場
に
と
っ

て
は
も
の
す
ご
い
脅
威
。
住

工
調
和
の
ル
ー
ル
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
大
事
」
と
東
大

阪
商
工
会
議
所
の
平
本
善
憲

専
務
理
事
は
ル
ー
ル
の
具
体

化
は
急
務
だ
と
話
す
。

　
ま
た
住
工
混
在
の
十
分
な

説
明
が
事
前
に
な
い

ま
ま
契
約
・
購
入

し
、
事
後
に
困
り
果

て
る
転
入
者
が
い

る
。
こ
う
し
た
状
況

は
東
大
阪
の
街
の
イ

メ
ー
ジ
を
悪
く
す

る
。
地
元
の
東
大
阪

で
、
同
業
者
に
よ
る

こ
う
し
た
事
例
を
見

て
き
た
板
倉
不
動
産

の
板
倉
正
巳
社
長
は

「
東
大
阪
市
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
、
転

入
し
て
き
た
人
た
ち

に
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
街
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
住
工
共

生
条
例
へ
の
思
い
を

話
す
。

　
東
大
阪
市
は
モ
ノ
づ
く
り

支
援
策
の
う
ち
、
２
０
１
３

年
度
に
高
付
加
価
値
の
製
品

開
発
や
技
術
研
究
に
関
す
る

メ
ニ
ュ
ー
を
改
良
し
た
。
従

来
は
、
取
り
組
む
内
容
の
違

い
な
ど
に
よ
り
補
助
の
内
容

に
違
い
が
あ
っ
た
が
、
一
本

化
。
補
助
率
は
単
独
企
業
の

場
合
で
対
象
経
費
の
２
分
の

１

上
限

万
円

、
グ
ル

ー
プ
の
場
合
は
対
象
経
費
３

分
の
２
以
内

上
限

万

円

と
し
、
環
境
配
慮
型
製

品
の
場
合
は
１
５
０
万
円
を

上
限
に
交
付
す
る
内
容
と
し

た
。
「
入
り
口
か
ら
出
口
ま

で
使
い
や
す
く
再
編
し
た
」

東
大
阪
市
経
済
部
モ
ノ
づ

く
り
支
援
室

と
、
市
内
企

業
の
積
極
的
活
用
を
促
す
。

　
６
月
上
旬
の
２
日
間
、
東

大
阪
市
は
住
工
共
生
条
例
や

こ
れ
ら
産
業
施
策
に
関
す
る

市
内
企
業
説
明
会
を
開
き
、

多
数
の
企
業
関
係
者
が
詰
め

か
け
た
。
「
こ
う
し
た
機
会

は
珍
し
い
。
ぜ
ひ
継
続
的
に

や
っ
て
ほ
し
い
。
企
業
側
も

要
望
、
要
求
は
千
差
万
別

で
、
市
も
す
べ
て
を
満
た
せ

な
い
だ
ろ
う
が
、
企
業
側
も

意
見
を
出
し
、
少
し
で
も
良

く
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
地

域
の
経
営
者
は
話
し
た
。

　
八
尾
市
は
八
尾
商
工
会
議

所
ら
と
共
同
で

月

、

日
に
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

大
阪
市
中
央
区

で
展
示

商
談
会
「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
発
掘
フ
ェ
ア
」
を
開
く
。

約
９
０
０
０
人
の
来
場
を
見

込
み
、
出
展
す
る
大
阪
府
内

の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
な
ど
約

２
０
０
社
の
販
路
開
拓
を
支

援
す
る
。

月
に
は
観
光
協

会
を
設
立
し
、

年
２
月
を

め
ど
に
近
鉄
八
尾
駅
内
に
案

内
所
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
八

尾
の
歴
史
文
化
な
ど
の
観
光

資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
市
内

外
の
観
光
客
に
八
尾
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
大
東
市
は
４
月
か
ら
企
業

立
地
促
進
補
助
制
度
を
拡
充

し
た
。
補
助
金
額
の
上
限
を

３
年
間
で
計
２
０
０
０
万
円

か
ら
５
年
間
で
計
５
０
０
０

万
円
に
引
き
上
げ
た
。
従
来

の
対
象
業
種
で
あ
る
製
造

業
、
情
報
通
信
業
、
運
輸
、

郵
便
に
「
卸
売
業
」
を
追

加
。
地
域
は
従
来
、
工
業
地

域
だ
け
だ
っ
た
が
、
新
た
に

準
工
業
地
域
も
対
象
と
し

た
。

　
工
業
地
域
で
１

０
０
平
方

以
上

の
土
地
を
賃
借
し

た
事
業
者
へ
の
補

助
額
は
１
０
０
円

増
や
し
て
１
平
方

あ
た
り
３
０
０

円
と
す
る
。

　
同
制
度
は
市
内

で
土
地
を
取
得
ま

た
は
賃
借
し
て
工

場
を
建
て
る
事
業

者
に
補
助
金
を
交

付
す
る
も
の
。
制

度
の
根
拠
と
な
る

「
企
業
立
地
促
進

条
例
」
を
改
正
し

て
失
効
期
限
を
な

く
し
た
無
期
限
の

補
助
制
度
と
し

た
。


